
 
 
 

 

2010 年 7 月 23 日／No.27国際貢献活動 

■ 第１回 国際協力体験セミナー ■ 

フィリピン・ルソン島の児童施設で国際ボランティア 

期 間 ： 平成２２年８月１５日（日）～２１日（土）  場 所 ： フィリピン共和国ルソン島 

 
今夏、関西大学国際部が初めて募集した国際協力体験セミナーに、学生６名が参加します。 

 
国際協力体験セミナーは、理論学習だけでは得られない「考動力」溢れる人材の育成を目的に、関西

大学国際部が初めて募集する実践教育型の海外活動で、参加学生は市民団体「フィリピンチルドレンプ

ロジェクト」の活動に参加し、社会人メンバー４名と共にルソン島の児童施設や小学校でリコーダー等

を用いた情操教育などのボランティアに従事します。 
 
今回のセミナーでは、単位認定など教学上の評価は得られないものの、参加する学生の意気は高く、

現地事情やタガログ語、リコーダー教授法等を学ぶ派遣前研修にも全員が欠かさず出席しています。 
現在、参加者は現地で使用するソプラノリコーダーを学内外で収集するなど交流の準備を進めており、

リーダーを務める政策創造学部３年次生の岩木基子さんは「派遣前の研修や準備の成果を活かし、個性

豊かなメンバーが力を合わせて現地の子どもたちに喜んでもらえる活動をしたいと思います」と抱負を

語っています。 
 
引率する澤山利広国際部准教授は「参加学生は、異文化での活動を通じて、自らが国際社会の一員で

あるということと同時に地域社会の大切さにも気付くはずです。今回の活動を契機に、海外だけではな

く日本国内の諸問題の解決についても考え、行動してくれることを期待しています」と述べています。 
 
 ８月１５日の出発まで３週間あまり、派遣前研修も７月３１日に開催される最終ミーティングを残す

ところとなり、学生たちの準備は大詰めを迎えています。 
 
＜第１回 国際協力体験セミナー 概 要＞ 

１ 期 間  ８月１５日（日）～２１日（土） ６泊７日 
２ 場 所  フィリピン共和国ルソン島パンパンガ洲アンヘレス市（マニラから約７０Km） 
３ 内 容  リコーダーなどを用いた情操教育および子どもたちとの交流 
４ 参加者  ６名（男性１名、女性５名） 
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木村、北谷、小野、常田 


